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霜取り 

庫内温度をはかる 
冷蔵庫は、JISに基づいて厳重な品質管理のもとで生産していますが、庫内の温度は冷蔵庫の据えつけ状態や外気温、使用条件などにより変
化します。しかし、中の食品は8割前後が水分であるため、比熱が大きく、その温度は空気のように大きく変化はしません。従って一般の空気温
度をはかる温度計は変化の少ない食品温度の測定ができません。そこで、空気温度の影響を受けにくく、食品に近い温度を示す冷蔵庫用温度
計を発売しています。ご購入の際は、お客様サポートセンターにご相談ください。 
なお、一般のアルコール温度計で冷蔵庫内の食品相当温度をはかる場合は、冷蔵庫中段の棚の中央に約100mlの水を入れた容器を置き、感
温部を水中に3時間程度浸しておきますと、食品に近い温度が得られます。 
■庫内温度はドア開閉の少ない夜間などに温度計を入れ、翌朝最初にドアを開けた時（温度が安定した時）に測定してください。 

冷蔵庫の内容積について 
■定格内容積は、日本工業規格（JIS C 9801）に基づき、庫内部品の内、冷やす機能に影響がなく、工具なしに外せる棚やケース等を、外した
　状態で算出したものです。この定格内容積には、食品収納スペースと冷気循環スペースとを含みます。 
■引き出し式貯蔵室（例えば、冷凍室、野菜室等）の場合、定格内容積と併せ食品収納スペースの目安を表示しています。 
　なお、回転扉式冷凍室の食品収納スペースについては、冷気の循環を考慮して定格内容積の65%程度を目安としてください。 
　食品のつめ込み過ぎは、庫内の冷えむらや電気のムダの原因となります。 

冷凍室の性能について 
この冷蔵庫の冷凍室の性能は　　　　（フォースター）です。 
冷凍室の性能は日本工業規格（JIS C 9607）に定められた方法で試
験したときの冷凍室内の冷凍負荷温度（食品温度）によって表示して
います。 
■JISの試験方法は次のとおりです。 
（1）冷蔵室内温度が0℃以下とならない範囲で最も低い温度になるよう調整して試験します。 
（2）冷蔵庫の据えつけ場所の温度は15～30℃の範囲を基準としています。 
（3）冷凍室定格内容積100L当り4.5kg以上の食品を24時間以内に－18℃以下に凍結できる冷凍室をフォースター室としています。 
■冷凍食品の貯蔵期間 
　冷凍食品の貯蔵期間は、食品の種類、店頭での貯蔵状態、冷蔵庫の使用条件などによって異なり、上の表の期間は一応の目安です。 

霜取りの操作と霜取りの水の処置は不要です。 

記　号 

（フォースター） －18℃以下 約3ヵ月 

冷凍負荷温度 
（食品温度） 

冷凍食品貯蔵 
期間の目安 


